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「正確に、はやく、美しく」

令和７年度がスタートしました。昨年同様になりますが、あらためて「三工技」での学校生活における基
礎・基本の三つを以下にあげておきます。基礎、基本の土台を固め、その上で各自が作り出す雰囲気が「三工
技」を支えています。
全校生徒で、４１年目を迎えた「三工技」の新しい歴史を作り、将来の自分のために充実した高校生活を送
ることができるように日々を大事に努力しよう。

１ 挨拶、そして返事
挨拶、そして返事は人と人とのコミュニケーションの第一歩です。社会の一員として活躍するには、他者と

の円滑な「コミュニケーション能力」を身に付ける必要があります。相手に対して「心を開いて近づく」行為
が挨拶です。心を開くことで「あなたの敵ではありません」と伝える行為です。挨拶を交わして気持ちがいい
と感じるのは、お互いに「敵ではありません」と確認することで安心できるからです。コミュニケーション不
足が対人トラブルにつながることがあります。それは集団生活である学校においても当てはまります。
お互いに安心して学校生活を送るために、円滑にコミュニケーションが図れるように「三工技生」として
「きちんと挨拶ができる」ようにし、指導等受けた際には「はい」とよい返事ができるようにしよう。

２ 時間の管理、遅刻をしない
昨年度の８：３０登校状況は、年間平均で全校生徒の９３％が時間に余裕を持って登校できていました。今

年度も「三工技」の一日は８：３０からの「朝学習」から始まります。８：３０にはHRで着席です。「時間を
守る」ことは「約束を守る」ことと同じです。時間に余裕を持つことで心に余裕も生まれます。心に余裕があ
ると物事に余裕を持って取り組めます。勉強に、特別活動に、より良い学校生活が送れます。時間を守れず遅
刻することは、他の生徒の時間も奪うことになり迷惑となってしまうことがあります。自分のため、お互いの
ために、時間を守ること、そして時間に余裕を持って生活することはとても大切なことです。
今年度も「三工技」のタイムスケジュールのもと心に余裕ある充実した学校生活を送ることができるように、
生活習慣を整えよう。遅刻については、厳しく指導していきます。

３ ルールを守り、マナーアップ
在校生諸君は「三工技」の様々なルールのもと学校生活を送ってきました。それをしっかり守ったうえで自

身の目標に向かって日々努力している生徒が多数です。しかし一部にはまだ不十分な生徒がいます。社会で通
用する人間になるには、自分が所属している集団のルールを守ることは当然でなければならず、集団の安全を
保つため、お互いに安心して生活を送るために重要なことです。その雰囲気の中では自分の力を高めるための
努力がしやすくなります。頭髪服装等をはじめとして、あらためて「三工技」のルール（校則等）を確認して、
適切に行動できるようにしよう。
また、ルールを守る集団は行動が整います。そうなると集団の雰囲気が良くなり、マナーを意識出来る集団
になります。お互いのが気持ちよく学校生活を過ごすためにはルールを守り、その上でマナーを意識して行動
しなければなりません。昨年度は近隣からの苦情も多数ありましたが「三工技生」として校外での行動も同様
です。
各自の行動で「三工技」全体の良い雰囲気を作り出すことができるように、ルールを守りマナーアップを心
がけよう。
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：０１２０－８６－３１９２
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【セクシャルハラスメント等について】
〇校内には、ハラスメント防止委員会があります。
気になることがあれば相談してください。

〇学校で相談しにくい場合は、上記の相談窓口も利
用できます。

学校番号

048-958-2331（平日８：３０～１７：００）

学校HP 埼玉県HP 緊急連絡先

この「生徒指導部だより」は、保護者に見せること。

本校では、「１０分前行動推進活動」を展開し
ており、朝学習が始まる8時30分以前の登校を推進
しています。

時間に余裕をもった行動は、時間だけでなく心
に余裕をもつことに繋がるといえます。三工技生
として取り組んでいきましょう。

余裕をもった登校（8時30分登校）

交 通 安 全

お互いの「命を守る」観点から、本校では交通事故件数ゼロ・自転車のマナーアップに取り組んで
います。以下の項目について各自しっかりと確認し、徹底するようにしましょう。三工技でも、４月
当初には自転車点検指導および登校指導があります。いまいちど、交通ルールを守ること、自転車の
安全運転・安全利用を意識して無事故に取り組んでいきましょう。

◼ ライト点灯
◼ 安全なブレーキ作動
◼ カギの施錠
◼ ベル、スタンドの装着
◼ 耐久性のある雨合羽（薄手のビニール合羽不可）
◼ 鑑札

１学期当初予定

4月

8 火 始業式・頭髪服装指導

9 水 学年集会・HRなど

10 木 進路行事・対面式・部活動紹介

11 金 基礎力診断テストなど

12 土

13 日

14 月 HRなど

15 火 6時間授業開始・生徒各種委員会

16 水

17 木

18 金

４５分授業
部活動見学

道路交通法改正により令和５年４月１日より努力義務

自転車ヘルメット
の積極的な着用を
心がけましょう。
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題字「こっきしん（克己心）」 ： おのれにうち克（か）つ心

事故防止の５か条 もしかして
（危険予測）

止まる
（一時停止）

みる
（安全確認）

待つ
（安全確保）

確かめる
（再確認）

昼食
必要

身だしなみ
整えよう！
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